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６月２９日（水）「金沢城大手堀さくら植樹」を実施 

地域の皆さまに愛されてきた、さくら並木の再生を目指して 

 

 

金沢市と公益財団法人イオン環境財団（以下、当財団）は、６月２９日（水）、「金沢城

大手堀さくら植樹」を実施します。 

 

当財団は、設立３０年を契機に、３年で３０万本を植樹する「植樹３０万本プロジェ  

クト」を実施しており、プロジェクトの一環として、全国各地で地域の皆さまに末永く  

愛される「さくらの名所づくり」に取り組んでいます。 

 

 今回の植樹地は金沢市のさくらの名所のひとつです。地域の皆さまに愛され     

伝承されてきた、さくら並木の再生を願い、ソメイヨシノ２０本を金沢市に寄贈し、植樹

を実施します。  

 

当財団は、今後も、次世代にみどり豊かな自然環境を引き継ぐため、植樹活動をはじめ

とする環境活動に積極的に取り組んでまいります。 

 
 

記 

 
 
日 時 ２０２２年６月２９日（水） １３：００～１３：３０ 

場 所 金沢城大手堀散策路内 

本 数 ２０本 

樹 種 ソメイヨシノ 

主 催 金沢市・公益財団法人イオン環境財団 

出席者 金沢市 市長 村山   卓 

  都市整備局長 坪田 英孝 

                    大親会町会長 小島 宗能 

  株式会社クスリのアオキホールディングス 会長 青木 桂生  
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北陸信越カンパニー 
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室井 英男 

 イオンリテール株式会社      
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北陸事業部長 

 

石井 教裕 

 公益財団法人イオン環境財団 専務理事 山本百合子 

 
以上 

 

 



ご参考 

 

【公益財団法人イオン環境財団】 

１９９０年「お客さまを原点に平和を追求し、人間を尊重し、地域社会に貢献する」という

イオンの基本理念のもと、岡田卓也（イオン株式会社名誉会長相談役）により、日本で初めて

地球環境をテーマにした企業単独の財団法人として設立されました。 

設立以来、国内外の多様なステークホルダーの皆さまと連携し、植樹を主な事業として    

環境活動に積極的に取り組む非営利団体への助成や、環境人材の育成を目指した環境教育など

様々な活動を実施してきました。 

今後は持続可能な地域の実現を目的に、各事業をさらに進化させ地域の皆さまと協働 

して、森づくりに加え、地域づくり、人づくりにも取り組み、新たな「イオンの里山」

の構築を目指します。 

 ＜イオン環境財団ホームページ https://www.aeon.info/ef/＞ 

 

【植樹活動】 

国内外の地域行政と協力し､自然災害や伐採などで荒廃した森の再生を目的に､アジア

を 中心に世界各地のボランティアの皆さまとともに植樹活動を継続実施してまいり 

ました。これまでに世界１１か国で植樹を行い、イオン全体の累計植樹本数は      

１,２４１万本を越えました。（２０２２年２月末時点） 
 

【植樹３０万プロジェクト】 

財団設立３０周年を記念し、３年間で３０万本を植樹するプロジェクトです。自治体や 

学校、イオン店舗と協力して新たな「さくらの名所づくり」をすすめるほか、地域緑化の

一助となることを願って、市民の皆さまに、さくらを中心に各地域に根ざした「苗木配布」

をしています。 

 

【石川県での活動】 

・２００４年～２００６年 加賀海岸植樹 

加賀海岸は国定公園に指定された自然海岸ですが、松くい虫による被害が拡大し、加賀市

では、失われた緑を回復し土地本来の森づくりを推進する取組みが実施されていました。

当財団はこれに賛同して、２００４年～２００６年に３回の植樹祭を実施し、これにより

越前加賀海岸自然休養林内に、のべ計３,６１５名のボランティアが、タブノキ、トベラ

マサキ、ヤブツバキ、モチノキ、シャリンバイなど計３０,０００本を植樹しました。 

 

・１９９１年～２０２１年 環境助成 

当財団は、１９９１年より年度毎にテーマを設定し、国内外で環境保全活動に積極的に 

取り組む非営利団体に対して、毎年総額１億円の公募助成を行っています。石川県内を 

活動地域とする団体については、これまでにのべ１９団体、総額１,２９８万円の助成を  

行いました。（２０２２年２月時点） 

 
・２０１９年 白山ユネスコエコパークフェア 

２０１７年８月に、国内のユネスコエコパークの登録地のネットワークである「日本ユネ

スコエコパークネットワーク」と当財団は、連携協定を締結しました。協定を機に両者は、

次代を担う子どもたちへ豊かな自然を届けるため「生物多様性の保全」「持続可能な資源

利用と発展」「ユネスコエコパークを利用した環境教育」「ユネスエコパークの価値と知

見の啓蒙」について連携して取り組んでいます。 

白山ユネスコエコパークと当財団は、２０１９年にイオン和尚塚店（栃木県宇都宮市）で

イベントを開催し、店舗を訪れたお客さまに対して、白山ユネスコエコパークの活動紹介

やワークショップを通じて、その価値と知見や魅力を伝えました。 

 

 
・２０２１年 イオンモール白山での苗木配布 

新店舗のオープンに際して、ご自宅等で植樹していただけるよう、さくらを中心に   

３,５００本の苗木を配布しました。 


